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1. はじめに 

 東京都の 2009 年度重点事業では「10 年後の東京への実行

プログラム」の中で，「都民の生命と生活を守る新型イン

フルエンザ対策」を施策 24(1)として掲げている。 

 防護服やゴーグル，マスクなどの備蓄や，情報周知の徹

底により感染症の拡大防止にあたる。パンデミックの有事

では多数の感染者が想定され，医療の迅速化が望まれる。

使い捨て防護服の衣服形状はいずれも前開きの肩を身幅方

向から着脱するタイプで，安全性は高いが、脱衣に時間を

有する傾向にあった。そこで防護服の安全性に留意し，迅

速に脱衣可能な防護服の設計試作を行った。 

2. 内容 

2. 1  実験方法   

（1）動作計測  既製品防護服の問題点を把握および迅速

化を評価するため，既製品と開発品に対して，被験者 5 名

の脱衣時間を計測し，統計値を算出した。また，脱衣動作(2)

を観察した。なお，着衣に関しては作業前，つまり衣服が

汚染されていない状態である。着衣動作は平時と同じ作業

が可能なため，本研究では着衣時の迅速化は無視すること

とした。 

（2）衣服形状  既製品の開口寸法などの衣服形状を測定

した。 

2. 2 開発品の設計，試作  既製品の動作計測，評価

をもとに迅速に脱衣可能な 2 案の衣服形状を設計，試作し

た。 

3. 結果と考察 

3. 1 既製品の評価  既製品には，任意で 2 社の使い

捨て防護服を選定した。衣服形状はフード付きツナギ型

で，開口部は前中心に位置し，ネックポイントから股下に

かけてファスナが配置されている既製品を使用した（図

1）。 

 脱衣時間を計測した結果，平均秒数は 45 秒であり，脱

衣秒数のバラツキ（S:10.0）が大きくなる傾向を示した。

また既製品防護服の開口部が人体の最大の周長をもつ肩

周りに対して，狭いことから肩周りが脱衣を妨げることが

観察できた（図 2）。既製品 L サイズの開口寸法は約 79cm

である。 

       

図 1．既製品防護服     図 2．人体の最大の周長である肩周り 

 ツナギ型の脱衣は先行技術として肩を脱ぎ易くする技術

は存在する。（特願 2005-88097 号など）しかしこれらの技術

はフードがある場合には効果が発揮できず，防護服に適応

できない為，フードと肩を容易に脱衣できる衣服形状が有

効である。 

3. 2 開発品の評価 

（1）脇ファスナ型の衣服形状  試作品では前開き部分を

なくし，（図 3）フードと肩が同時に脱げる衣服形状を開発

した。左右どちらか一方の袖口から脇，腰近傍にかけてフ

ァスナを設置し，（図 4）縫合部に沿って既製品より 1.9 倍

広い 150cm の開口を設けた。脱衣の平均秒数は 28 秒という

結果が得られた。 

 
         図 3．前開きがない試作品の開口部 ＊１）墨田支所 

ノート 
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          図 4．脇ファスナ型 開口部分 

防護服の場合は，バリア機能のある特殊な生地を用いるが，

縫製することでバリア機能が低下するため，防護布による

カバーリングやテープで保護している。既製品よりも縫合

部を少なくすることでバリア機能低下が抑制される衣服形

状になっている。 

（2）背中心ファスナ型の衣服形状  フード先端部から背

中心にかけて左右の張力で開く特殊ファスナを用い（図 5），

フードと肩が同時に脱げる衣服形状を開発した（図 6，7）。

試作品の背中心ファスナ型では前開きの開口に加えて，背

面の背中心の開口により約 195cm の開口を作り，既製品よ

り 2.5 倍広い開口を作成した。脱衣の平均秒数は 24 秒とい

う結果が得られた。 

 

       
         図 5．背中心ファスナ型 開口部 

      
図 6．脱衣例：フード部留め具を外す  図 7．脱衣例：左右に引っ張る 

 通常のファスナはスライダーと呼ばれるつまみ部分を上

下することで，開閉を行っている。背中心ファスナは背面

の開閉が困難なため，フード付きツナギ型の防護服には背

面のファスナの仕様はなかった。しかし，左右の張力で開

く特殊ファスナ（図 8）を用いることで，背面に手を回すこ

となく，フード部から背中心ウエスト位置までの広い開口

を得ることが出来た。試作品 2 種類はともに既製品と比較

し 1.9 倍以上の開口部により，脱衣し易い衣服形状になっ

た。 

   

図 8．左右の張力で開くファスナ 

（右：マジックテープ型，左：トップオープンファスナ） 

 

（3）脇ファスナ型の脱衣動作  脱衣の平均は 28 秒で既

製品の 45 秒に対し約 38%の秒数短縮に成功した。既製品

は脱衣秒数のバラツキ（S:10.0）に対し，脇ファスナ型は

（S:8.1）でバラツキが少なくなっている。（図 9） 

（4）背中心ファスナ型の脱衣動作  脱衣の平均は 24 秒

で既製品の 45 秒に対し約 46%の秒数短縮に成功した。背中

心ファスナ型も（S:5.8）で，既製品に対しバラツキが少な

くなっている。（図 9） 

 
    図 9．既製品，開発品の平均秒数と標準偏差（バラツキ） 

4. まとめ 

既製品の防護服の問題点に対しフードと肩を同時に脱衣

できる衣服形状を設計，試作し，比較を行った。試作品の

着用試験，計測により既製品と比較し，脱衣秒数，標準偏

差で良好な結果が得られた。研究成果をもとに企業と共同

研究を行い，製品化を目指す。特許出願中（特願 

2010-047994 号）「防護服」，（特願 2010-047997 号）「防護

服」，（特願 2010-047999 号）「防護服」 

（平成 22 年 6 月 23 日受付，平成 22 年 10 月 18 日再受付） 
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